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X 線分光撮像衛星 XRISM に搭載される X 線マイクロカロリメータ Resolve においては、分光性能（エネル
ギー決定精度、エネルギー分解能）、有効面積、スループット、時刻精度などの点で軌道上での要求性能が設定さ
れている。我々はこれらの性能要求を満たすため、さらにはより良い性能を引き出すために、種々の地上試験を
実行してそのデータを解析してきた。本講演ではこれまでに行ってきた地上試験とその解析結果を説明する。具
体的には、ゲインスケールの検証、微小擾乱干渉の評価、磁気トルカ干渉の評価、（較正線源 MXS を用いた）軌
道上ゲインドリフト補正手法の確立（ここまで分光性能）、ゲートバルブの透過率測定（有効面積）、高カウント
レート効果の評価（スループット）、絶対時刻評価、相対時刻評価（ここまで時刻精度）、異常検知の手法開発（そ
の他）などの項目について、これまで得られた知見を解説する。さらに、打ち上げ後のコミッショニング期間に
おいては、要求性能が軌道上で達成されているかを確認するための試験観測が予定されている。この観測計画に
ついても紹介する。


